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みんなの広場・一…一………・…・隻・⑧～⑨

お知らせ………・………・……・⑩～⑪

青春してます・カレンダー……………・⑫

緊張の一瞬
　「スタート準備完了！」“ピッ”、“ピッ”、

“ピッ”、“ポー”「G　O〃」寒風を突いて70

名が次々にスタート。上越国際清津スキ
　　かば一場白樺ゲレンデを一気に滑り降りゴー

ルに飛び込みタイムを競い合います。

　2月24日（日）に行われた村民スキー大会

のスタートを待つジュニア選手たちです。

（結果は7ページ左下に）
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上役

　村では3月下旬から広報舞線を開局し

ます。これは、新農業構造改善事業によ鰻

農村情報連絡施設として国から半分の補

助をいただき昨年6月から工事を進め、

二のほど完成したものです。情報化社会

の現在、皆様からの寄せられた幅広い構

報と村・農協からのお知らせを提供し、

村民とのコミュニケーションを今以上緯

活発にするユと緯よって豊かな村を目指

すものです。まも襟く開局どなる二の広

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ報無線を有効にご活用いただけるよ．う特

集します。

広
報
「
な
か
さ
と
」

無
線
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　
こ
こ
で
簡
単
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　
こ
の
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、
固
定
系

と
移
動
系
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
固
定
系
は
さ
ら
に
、
親
局
（
役
場

に
設
置
）
、
遠
隔
制
御
装
置
機
（
役
場

宿
直
室
及
び
農
協
に
設
置
）
、
戸
別
受

κ
、
旧
機
（
皆
様
の
居
間
等
に
取
り
付
け

ら
れ
た
ラ
ジ
オ
）
お
よ
び
屋
外
拡
声

機
（
堀
之
内
、
倉
俣
、
重
地
、
市
之

越
、
白
羽
毛
、
角
間
に
取
り
付
け
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
移
動
系
は
、

基
地
局
（
役
場
に
設
置
）
、
陸
上
移
動

局
（
車
載
無
線
機
、
携
帯
無
線
機
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
清
津
川
、
釜
川
の
河
岸

段
丘
が
深
く
役
場
か
ら
で
は
電
波
が

届
き
に
く
い
た
め
、
両
施
設
共
倉
俣

大
原
に
中
継
局
を
設
け
、
こ
こ
か
ら

戸
別
受
信
機
や
陸
上
移
動
局
に
電
波

を
送
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
役
割

　
固
定
系
は
、
一
般
行
政
連
絡
、
農

協
か
ら
の
営
農
指
導
、
農
林
水
産
物

市
況
等
村
内
の
皆
さ
ん
が
最
も
知
り

た
い
こ
と
を
的
確
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

移
動
系
は
、
機
動
性
を
生
か
し
、

現
場
情
報
を
役
場
へ
連
絡
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
風
水
害
等
災
害
有
時
に

は
、
第
一
報
を
固
定
系
で
広
く
皆
様

親局（役場）

に
伝
え
る
と
共
に
、
移
動
系
で
現
場

の
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
、
得
ら
れ

た
情
報
を
各
家
庭
に
的
確
に
伝
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
様
の
生
命
、
財

産
の
保
全
、
農
林
水
産
物
の
被
害
防

止
等
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
内
容
が

　
　
　
　
　
放
送
で
き
ま
す

　
計
画
し
て
い
る
放
送
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
毎
日
の
生
活
で
は

◎
定
時
放
送
と
し
て

●
村
や
農
協
の
一
般
お
知
ら
せ

●
防
犯
・
交
通
情
報

●
気
象
情
報

●
集
落
の
お
知
ら
せ

◎
臨
時
放
送
と
し
て

遠隔制御装置機
（宿直室）

騰

欄
　
、

鞠……li…

…臨ii§

鱗轍

●
選
挙
投
票
の
呼
び
か
け

●
学
校
か
ら
の
連
絡

●
各
種
催
物
、
集
会
等
の
案
内

◎
農
林
水
産
業
情
報
と
し
て

●
営
農
情
報
（
気
象
、
栽
培
計
画
、
病

　
虫
害
情
報
）

●
野
菜
等
の
市
況
・
流
通
情
報

■
い
ざ
と
い
う
時
に
は

◎
災
害
の
緊
急
・
予
告
放
送

　
火
災
、
台
風
、
地
震
等
の
災
害
緊

急
放
送
や
予
告
放
送
で
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
避
難
誘
導
の
た
め
の
放
送
．

　
大
規
模
災
害
で
避
難
が
必
要
な
場

合
な
ど
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

◎
救
援
、
救
助
、
復
旧
活
動
放
送

　
災
害
発
生
後
の
救
援
、
救
助
活
動

等
を
よ
り
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

臨 遠隔制御装置機（農協）
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　　　　　　　　　　　353号線や溝津峡な
　　　　　　　　　　ど事敬の多いとこるな
　　　　　　　購搬遡のでま魂域に難に

　　　　　　　　　．蓬伝えてほしい。子供の
　　　　　　　　　　予防注射、「老人医療￥

　　　　　　　　　　学校行事なども伝えて
　　　　　　　　　”もらいたい。Ψ場の構
　　　　　　　羅響騒、報も早くなると思う。

1山本正治さん宅（小出）

鋼時3◎分に「工一テルワ

鷺藪」が鳴るとおかたつけ、

み懲つてしN蹴

貝野保育所（堀之内）屋外拡声機

もうすぐ区長は終り

なんだけど、配布した

り集めたりしますが、

期隈に間に合わなくな

ると電話を使ってしま

います。また、8がらが

ありすぎると忘れてし

まいますので無線を。

農協などの圓覧やチラシは忙がしく読
んでいられないし、時間がかかるので無

　　　　　　　　　　　き線で流せば経費節減にもなります。花卉
や野莱の病虫馨構報や市況構報も流して
いただければ安心して作物の轡理ができ
ます。

3月下旬より

桑原精一さん宅（倉俣）

災害発生予防・

拡大防止に助かります

消防団長

樋ロ正次
部長以上、あるいは地域別（学校区別

農業情報も積極的に等）に呼び出しができるということで非

農協理事（営農担当）

村山　章

常に助かります。宙火事や洪水などの際￥

どういう出動をかけるか（第4～第4出

動）などに活用したい。

、鶯
感転

　
一
旦
二
回
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
斉
放
送
を
し
ま
す

　
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
毎
日
、

定
時
通
信
と
し
て
一
日
三
回
、
全
戸

一
斉
に
五
分
以
内
の
放
送
を
し
ま
す
。

（
役
場
五
分
以
内
、
そ
の
後
農
協
五

分
以
内
で
す
）

一
斉
放
送
開
始
時
刻

朝
　
六
時
四
十
五
分
～

昼
　
十
二
時
十
五
分
～

夜
　
七
時
三
十
分
～

　
ま
た
、
毎
日
、
屋
外
拡
声
機
か
ら

は
、
時
報
通
信
と
し
て
一
日
三
回
チ

ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。

時
報
放
送
時
刻

朝
　
七
時

昼
　
十
一
時
三
十
分

夜
　
五
時

　
こ
の
外
に
緊
急
放
送
を
、
必
要
の

都
度
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ル
ー
ブ
別
・
戸
別
放
送
も

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
す

　
デ
ジ
タ
ル
信
号
識
別
方
式
の
こ
の

放
送
施
設
は
、
一
定
の
数
集
落
を
対

象
と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
、
学
校
区
別

はだす
’き　。戸

でいし電＿ご一た波約村よ 通
信
を
希
望
す
る
日

原
稿
提
出
日
時

月
曜
日

金
曜
日
の
午
後
五
時
ま
で

火
曜
日
～
土
曜
日

前
日
の
正
午
ま
で

祝
祭
日
の
翌
日

祝
祭
日
の
前
日
正
午
ま
で

受どる簡受課し送　　　　行送部な
付う、い単けに込を一電放事が長ど
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中
里
村
議
会
（
高
橋
忠
雄
議

長
外
十
七
名
）
は
、
全
国
町
村

議
会
議
長
よ
り
優
良
議
会
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
皆
さ
ん
の
要

望
な
ど
に
迅
速
に
対
応
し
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
十
分
な
調
査
研
究
に

努
め
、
的
確
な
政
策
判
断
に
よ

り
団
体
の
意
思
を
決
定
し
た
た

め
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
皆
さ
ん
を
代
表
し
皆

さ
ん
の
利
害
を
政
治
的
に
調
整

す
る
機
能
と
し
て
、
本
会
議
や

委
員
会
を
公
開
制
に
、
ま
た
、

会
議
録
も
公
開
。
こ
の
外
に
、

請
願
、
陳
情
の
実
現
に
努
力
す

る
な
ど
功
績
が
顕
著
な
た
め
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
県
内
で
同
じ
く
こ
の
表
彰
を

授
け
た
の
は
、
中
里
村
の
外
に

西
蒲
原
の
中
之
口
村
だ
け
で
し

た
。

　
高
橋
議
長
は
、
　
「
各
議
員
の

皆
さ
ん
が
、
住
民
の
代
表
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
議
員
・
議

会
活
動
に
専
念
し
た
結
果
の
現

わ
れ
で
あ
っ
て
誠
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

増
々
活
躍
す
る
事
を
期
待
し
ま

す
一
と
、
喜
び
を
語
り
、
こ
れ

か
ら
の
議
会
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
す
る

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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雷
憾
禰
い
て
聞
き
取
り
・
清
侮

　
二
月
二
十
日
、
湯
沢
砂
防
工

事
事
務
所
は
、
清
津
峡
小
六
年

生
を
対
象
に
、
雪
国
に
お
け
る

砂
防
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
資
料
に
す
る
た
め
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
内
容
は
、
①
雪
の
好
き

な
と
こ
ろ
嫌
い
な
と
こ
ろ
、
②

雪
を
ど
う
し
た
ら
今
よ
り
も
良

い
生
活
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、

島田　弘講師

③
雪
国
の
夢
は
（
大
人
に
な
っ

た
ら
ど
こ
に
住
み
た
い
か
）
の

三
つ
で
し
た
。

　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
①
で

は
、
ス
キ
ー
、
か
ま
く
ら
、
雪
合

戦
な
ど
と
遊
べ
る
こ
と
が
好
き

で
、
吹
雪
や
雪
道
が
滑
る
こ
と

を
嫌
っ
て
い
ま
し
た
。
②
で
は
、

除
雪
が
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま

　
　
　
な
だ
れ

す
が
、
雪
崩
防
止
棚
や
ス
ノ
i

　
我
が
中
里
村
の
自
然
を
生
か

し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
に
は
ど
の
よ
う

に
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
た
ら
よ

い
の
か
を
学
ぶ
た
め
「
よ
み
が

え
る
ふ
る
さ
と
」
と
題
し
て
二

月
二
十
三
日
、
村
総
合
セ
ン
タ

ー
で
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
島
田
弘
講
師
は
、
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ

ヤ
ッ
ツ
」
は
八
年
間
も
続
い
て

い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
人

の
楽
し
み
の
ふ
る
さ
と
が
完
成

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
出

来
上
っ
て
い
る
か
ら
で
す
と
説

き
、
ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

は
「
あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
子
ど
も

の
た
め
地
上
で
一
番
楽
し
み
の

場
所
」
と
い
う
“
だ
れ
の
た
め

に
”
．
何
の
目
的
で
”
と
、
い
う

の
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら

シ
ェ
ー
ド
な
ど
が
必
要
で
安
全
に

登
校
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

③
で
は
、
雪
が
少
し
あ
っ
た
方
が

い
い
。
こ
こ
で
い
い
か
ら
も
っ
と

交
通
の
便
を
良
く
し
、
買
物
な

ど
が
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
の
内
容
が
多
く
、
全
体
と

し
て
そ
れ
ほ
ど
雪
を
嫌
っ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
雪
は
友
達
、
雪
が
降
る
か
ら

こ
こ
が
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ

こ
に
住
み
た
い
ん
だ
」
と
、
言
っ

て
も
ら
え
る
雪
国
（
村
）
に
し
た

い
も
の
で
す
。

成
功
し
た
と
力
説
。

　
全
国
の
ふ
る
さ
と
お
こ
し
の

中
に
は
、
疑
似
的
な
も
の
が
多

く
あ
り
競
争
が
続
い
て
い
ま
す
。

白
い
雪
、
美
し
い
緑
、
き
れ
い

な
水
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
マ
ッ
チ

し
な
い
イ
ベ
ン
ト
は
や
め
て
、

本
物
を
探
し
て
下
さ
い
。

　
都
会
に
は
お
い
し
い
天
然
の

水
な
ど
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文

部
省
唱
歌
「
故
郷
」
の
『
水
は

清
き
ふ
る
さ
と
』
を
守
り
続
け

て
下
さ
い
。
と
、
協
調
し
ま
。
し

た
。　

高
齢
化
社
会
が
進
み
無
い
も

の
ね
だ
り
の
現
在
、
食
べ
る
事

が
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
今
あ
る
こ

の
大
事
な
自
然
を
結
び
つ
け
た

イ
ベ
ン
ト
が
良
い
。
と
結
び
ま

し
た
。

軽縣鷺膿

活発に答える生徒
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嵩跳｝畿
委趣奏尊劇
結1二郵壌惣額表掛金月

　
国
民
年
金
加
入
者
の
よ
り
豊

か
な
老
後
生
活
を
目
指
し
て
、

『
国
民
年
金
基
金
』
が
発
足
し

ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
「
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を

支
給
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
平

成
三
年
四
月
の
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
現
在
、
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◎
難
継
襯
縫
纏

・
地
域
型
国
民
年
金
基
金

　
各
都
道
府
県
ご
と
に
設
立
さ

れ
、
同
一
県
内
に
住
所
が
あ
る

第
一
号
被
保
険
者
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
ま
す
。

　
他
の
都
道
府
県
に
転
出
さ
れ

た
場
合
は
、
新
た
に
転
入
地
で

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
鞠
　
鐵
　
馨

・
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
自
．

営
・
自
由
業
者
等
、
ま
た
そ
の

配
偶
者
）
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で

き
ま
す
が
、
中
途
の
脱
退
は
任

意
に
で
き
ま
せ
ん
。

・
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
、
国
民
年
金
保
険
料
を
免

除
さ
れ
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

◎
総
懸
鞭
穫
類

・
年
金
は
大
き
く
分
け
て
、
一

生
涯
受
け
ら
れ
る
「
終
身
年
金
」

（
A
B
C
型
）
と
一
定
期
間
受

け
ら
れ
る
「
確
定
年
金
」
　
（
I

H
皿
型
）
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
（
左
表
参
照
）

・
さ
ら
に
ボ
ー
ナ
ス
給
付
の
有

無
な
ど
、
全
部
で
六
タ
イ
プ
の

型
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

・
一
口
目
は
「
終
身
年
金
」
の

中
か
ら
一
つ
を
選
ば
な
け
れ
ば

加入時 1　口　め
満年齢 終身年金（歳〉

A型 B型 C型
韓：灘毒無 獅澱鴬勢 難鰻難欝

灘灘灘

難欝i籔

20 2，850 2，550 1，800

21 3，000 2，700 1，950

22 3，150 2，850 2，100

23 3，300 3，000 2，250

24 3，450 3，150 2，400

25 3，600 3，300 2，550

26 3，900 3，450 2，700

27 4，200 3，600 2，850

28 4，500 3，900 3，000

22 4，800 4，200 3，150

30 5，100 4，500 3，300

31 5，400 4，800 3，600

32 5，700 5，100 3，900

奮3 6，000 5，400 4，200

34 6，300 5，700 4，500

35 6，900 6，000 4，800

錨 7，500 6，600 5，100

窓7 8，100 7，200 5，400

38 8，700 7，800 6，000

麗 9，300 8，400 6，600

麹 9，900 9，000 7，200

籔 10，500 9，600 7，800

翻 11，400 10，500 8，400

蓬3 12，600 11，400 9，300

44 13，800 12，300 10，200

蓬5 15，300 13，500 11，100

な
り
ま
せ
ん
が
、
二
口
目
以
降
、

ど
の
型
を
選
ぶ
か
は
、
あ
な
た

の
自
由
で
す
。

◎
難
灘
雛

・
加
入
口
数
に
よ
っ
て
年
金
額

が
決
ま
り
、
一
口
目
の
年
金
月

額
は
三
万
円
、
二
口
目
以
降
は

一
口
に
つ
き
一
万
円
と
な
り
ま

す
。・

年
金
額
三
万
円
と
保
険
料
は
、

五
年
毎
に
財
政
収
支
の
見
直
し

を
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
増
額
の
見
込
み
で
す
。

・
途
中
で
増
口
、
減
口
は
い
つ

で
も
で
き
ま
す
の
で
、
加
入
月

数
に
よ
っ
て
年
金
月
額
が
異
な

り
ま
す
。

◎
響
　
　
　
馨

・
一
口
当
た
り
の
掛
金
は
、
加
入

時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
、
若
い

人
ほ
ど
安
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

男
女
同
一
保
険
料
と
な
っ
て
い

る
た
め
民
間
に
比
べ
特
に
女
性

に
有
利
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
掛
金
は
、
指
定
の
金
融
機
関

の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。

◎
難
繊
纏
鐵

・
掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
、
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
受
け
と
る
年
金
に
は
、
公
的

年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

1口目は15年保証のついたA型をお勧めします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボーナス給付（年1回）

菰　　　　準萎叢饗欝警

　
り

　
取

　
け

身
受

終
お

ボーナス給付（年1回）

　
円

穣
万

月
3

金年

●保証期間がありませんが、その分掛金が

　安くなっています。

●配当でボーナス給付がつく楽しみがあり

ます。

65
歳

　
り

　
取

　
け

身
受

終
お

　
円霧織

●保証期間もボーナス給付もありませんが、

その分掛金がさらに安くなっています。

65
歳

年
金
は

　
　
　
満
額
で

　
老
齢
墓
礎
年
金
の
支
給
開
始

は
六
十
五
歳
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
六
十
歳
以
上
に
な

っ
て
い
れ
ば
、
年
齢
を
く
り
上

げ
て
受
総
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
一
定
割
合
い
で
減
額
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
人
生
八
十
年
時
代
の
長
い
老

後
が
控
え
て
い
ま
す
。
年
金
は
、

あ
な
た
の
一
生
の
大
切
な
財
産

で
す
。
く
り
上
げ
請
求
を
す
る

繭
健
よ
く
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）鈴木フミさん（原町

六
十
五
歳
濠
で

　
　
　
　
待
ち
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
え
さ

私
は
、
翻
日
牛
の
餌
く
れ
な

ど
で
元
気
に
働
ら
か
れ
る
し
、

替
手
か
ら
小
使
い
を
も
ら
え
る

じ
、
父
さ
ん
も
く
り
上
げ
を
待

つ
た
癒
が
蕊
利
だ
と
す
す
め
て

く
凝
た
の
で
、
六
十
五
歳
ま
で

籍
ち
諜
し
た
。

　
謙
た
、
く
り
上
げ
請
求
す
る

と
馨
生
年
金
が
も
ら
え
な
く
な

り
諜
す
の
で
、
国
民
年
金
は
六

業
蓋
歳
か
ら
受
け
と
つ
た
万
が

欝
だ
と
憲
い
ま
す
。

平成3年3月／0日広報彊伽費’
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ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
で
全
国
大
会

ー
「
芋
沢
」
・
「
ホ
ワ
イ
ト
コ
メ
ッ
ツ
」
チ
ー
ム
ー

　
三
月
三
十
一
日
、
東
京
江
東

区
夢
の
島
総
合
体
育
館
で
行
わ「芋沢小学生」チーム

れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー

全
国
大
会
に
、
中
里
村
か
ら
ニ

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
出
場
す
る
チ
ー
ム
は
、
一
般

の
部
が
「
ホ
ワ
イ
ト
コ
メ
ッ
ツ
」

を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
、
小
学

生
の
部
が
「
芋
沢
の
小
五
・
六

年
生
チ
ー
ム
で
す
。

　
新
潟
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
認
試
合

経
験
を
豊
富
し
技
術
を
高
め
、

県
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
と
共
に
、
更
に
普
及
に
努
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
一
チ
ー
ム
競
技
出
場
者
六
名
、

「ホワイトコメツツ」チーム

交
代
要
員
四
名
、
そ
れ
に
コ
ー

チ
・
監
督
達
は
、
少
し
で
も
良

い
成
績
を
残
そ
う
と
毎
週
金
曜

日
猛
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
大
会
の
運
営
方
法
や
、
試

合
に
勝
つ
た
め
の
実
践
の
技
を

勉
強
し
て
き
ま
す
」
と
、
岡
村

憲
次
監
督
。
控
え
目
な
発
言
の

中
に
上
位
を
狙
う
闘
志
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。

■
●
■
■
■
■
■
■
■
●
薗
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
5
■
■
■
5
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
目
■
●
■
■
0
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■

斎
喜
君
ス
キ
ー
で
も
大
活
躍

“
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ス
キ
ー
H

ゴールのあと喜ぶ斎喜選手（蔵王）

　オフシースンの練習が少

なく，個人種目はあきらめ

てインターハイのリレーだ

けが目標でした。スキーも

良く滑ったし．体調も良か

ったのでいけると思った。

釆年は，個人種目でも必ず

入賞できるよう頑張ります。

キ
に
器
魏
鞍
陪

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ス
キ
ー
）
で
、
十
日

町
高
校
が
三
位
（
リ
レ
i
）
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
県

駅
伝
大
会
に
引
き
続
き
ア
ン
カ

ー
を
努
め
る
斎
喜
直
選
手
（
一

年
・
倉
俣
）
は
、
持
前
の
粘
り

強
さ
で
力
走
し
、
追
い
上
げ
よ

う
と
す
る
松
代
高
校
を
振
り
切

り
同
校
三
位
入
賞
に
大
活
躍
し

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　ε　　　　　　　　な

　　　　　　憲

　　　　　　♂

　　　　慈　　暴

②　
『
話

　
に
お

　
」
、
い

　
滝
し

ど
悲

　
勢
る

　
か
わ

ー
に
つ

頴
ま

　
の・

野

　
貝

だ
き

「
に
か
つ
こ
滝
」

　
い
ま
　
　
　
　
ひ
ゃ
く
ご
ゆ
ゆ
う
ね
ん
ま
え

　
今
か
ら
百
五
十
年
前
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
こ
く

で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
．
全
国
い

た
る
と
こ
ろ
に
“
ま
び
き
”
と

　
　
お
そ
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う
か
ん
　
　
お
こ

い
う
恐
ろ
し
い
習
慣
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。

　
と
う
じ
　
　
　
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
　
　
　
な
な
こ
う
さ
ん
み
ん

　
当
時
の
百
姓
は
“
七
公
三
民
”

　
　
　
せ
い
　
ど

と
い
う
制
度
で
、
と
り
い
れ
の

な
な
わ
り
　
　
　
ね
ん
ぐ

七
割
も
年
貢
に
と
り
あ
げ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
ぞ
こ

る
た
め
．
ど
ん
底
の
く
ら
し
に

あ
ま甘

ん
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
。

　
　
　
　
ま
ず
　
　
　
　
　
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
　
　
な
か

　
だ
か
ら
貧
し
い
百
姓
の
中
に

　
お
お
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
だ

は
大
ぜ
い
の
子
ど
も
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

こ
と
が
で
き
な
く
て
，
生
ま
れ

　
あ
か
ぼ
う
す
　
　
こ
ろ

た
赤
ん
坊
を
捨
て
た
り
．
殺
し

て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
え家

も
す
く
な
く
な
か
っ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
は
た
け
　
　
だ
い
こ
ん
　
　
わ
か

そ
れ
が
ま
る
で
畑
の
大
根
の
若

め芽
を
ま
び
く
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
ら
“
ま
び
き
”
と
よ
ん
だ

　
　
　
　
か
い
　
の
　
む
ら

の
で
あ
る
。
貝
野
村
に
あ
る
“
に

　
　
　
だ
き

か
っ
こ
滝
”
も
“
ま
び
き
”
し

　
あ
か
　
　
ぜ
つ
　
　
　
す
　
　
　
ば

た
赤
ん
坊
の
捨
て
場
だ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
だ
き
　
　
　
　
　
　
な

で
“
に
か
っ
こ
滝
”
と
名
づ
け

ら
れ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ぶ
ら
く
　
　
　
　
　
あ
か
　
　
　
ぽ
う

そ
し
て
こ
の
部
落
で
は
赤
ん
坊

　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
か

を
捨
て
る
こ
と
を
“
塩
買
い
に

や
る
”
と
い
つ
て
い
る
。

　
し
お
か

　
“
塩
買
い
”
は
，
た
い
て
い
の

ば
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
　
　
　
　
　
　
わ
ら

場
合
，
コ
モ
に
包
む
か
＼
藁
ヅ

ト
に
す
る
の
だ
が
、
と
き
に
は

い生
き
た
ま
ま
す
て
る
こ
と
も
あ

つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
す
じ
こ
く
あ
ら
し
よ
る

　
捨
て
る
時
刻
は
、
嵐
の
夜
の

ひ
と
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
　
　
　
み

人
の
寝
し
ず
ま
つ
た
頃
を
見
は

か
ら
っ
て
．
こ
っ
そ
り
と
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
ま
ち

　
す
る
と
、
侍
ち
か
ま
え
て
い

　
や
ま
い
ぬ

た
山
犬
や
．
カ
ワ
ウ
ソ
が
集
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ば

っ
て
き
て
．
た
ち
ま
ち
奪
い
あ

　
　
　
　
　
　
の
こ

い
を
は
じ
め
￥
残
り
は
カ
ラ
ス

　
え
　
じ
き

の
餌
食
に
な
る
の
だ
っ
た
。

　
　
　
ぶ
ら
く
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
　
し
な
の
が
わ

　
こ
の
部
落
は
，
山
が
信
濃
川

　
ち
か

の
近
く
ま
で
せ
ま
つ
て
い
た
の

　
　
こ
ヤ
つ
　
ち
　
　
　
　
す
く

で
．
耕
地
が
少
な
い
た
め
に
．

こ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
り
　
　
　
さ
ん
に
ん

子
供
は
せ
い
ぜ
い
二
人
か
三
人

　
　
し
ち
に
ん
　
　
　
こ
ど
も
　
　
そ
だ

で
，
七
人
の
子
供
を
育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
つ
ら
く
だ
ん
ぜ
つ

と
し
た
た
め
に
、
没
落
断
絶
し

　
い
え

た
家
も
あ
つ
た
ほ
ど
だ
つ
た
の

だ
。

　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
さ
く
　
　
　
と
し

　
そ
れ
は
あ
る
凶
作
の
年
だ
っ

た
。

　
み
ず
の
み
び
ゃ
く
し
ょ
う
　
　
ご
す
け
　
　
い
え

　
水
呑
百
姓
の
五
助
の
家
で
は
＼

し
ょ
う
が
つ

正
月
を
む
か
え
る
と
い
う
の
に

く食
う
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま

　
　
　
ヤ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

つ
た
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

　
ぽ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
は
お
や
　
　
ち
ち

ん
坊
を
か
か
え
た
田
親
が
乳
が
、

で出
な
い
。
も
う
ど
う
す
る
こ
と

　
で
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
な
　
　
　
あ
か

も
出
来
な
く
て
泣
く
泣
く
赤
ん

ぽ
ヤ
つ
　
　
　
　
し
お
か

坊
を
“
塩
買
い
”
に
や
る
こ
と

に
し
た
。

　
　
　
ふ
ぶ
き
　
　
　
ば
ん

　
あ
る
吹
雪
の
晩
、
こ
み
あ
げ

　
な
み
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ん

る
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
．
無
心

　
ね
む
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね

に
眠
る
わ
が
子
を
し
っ
か
り
胸

　
だ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
は
お
や

に
抱
き
し
め
た
田
親
は
．
ワ
ラ

ボ
シ
を
ま
ぶ
か
に
か
ぶ
っ
て
“
に

　
　
　
だ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

か
っ
こ
滝
”
へ
や
っ
て
来
た
。

　
だ
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ

抱
い
た
子
を
ワ
ラ
ボ
シ
に
包

　
　
し
ず
　
　
　
　
　
ゆ
き
　
　
　
う
え

ん
で
静
か
に
雪
の
上
に
お
ろ
す

　
　
て

と
，
手
を
あ
わ
せ
て
あ
わ
れ
な

こ
　
　
　
　
　
　
　
め
い
ふ
く
　
　
　
い
の

子
ど
も
の
冥
福
を
祈
る
の
だ
つ

た
。

　
　
　
　
は
は
お
や
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
お
に

　
や
が
て
田
親
は
　
心
を
鬼
に

　
　
こ
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
あ

し
て
子
を
抱
き
上
げ
た
。
そ
し

　
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

て
滝
ツ
ボ
め
が
け
て
投
げ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
ち
い

と
し
た
と
き
、
そ
の
子
は
小
さ

　
か
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
　
　
　
　
　
ヤ
つ

な
顔
に
あ
ど
け
な
い
笑
い
を
浮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
は

か
べ
た
の
だ
つ
た
。
す
る
と
田

お
や
　
　
　
て
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
　
　
ち
か
ら
　
　
　
ぬ

親
の
手
か
ら
急
に
力
が
抜
け
た
。

　
　
　
　
　
　
お
も

そ
れ
で
も
ま
た
思
い
な
お
し
て
．

こ
ん
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
あ

今
度
こ
そ
と
抱
き
上
げ
る
と
、

　
　
え
が
お
　
　
　
み

ま
た
笑
顔
を
見
せ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
　
ど

　
こ
ん
な
こ
と
を
三
度
く
り
か

　
　
　
　
　
　
は
は
お
や
　
　
　
む
ね

え
し
た
と
き
＼
田
親
の
胸
に
は

　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
き

ど
う
し
て
も
捨
て
る
気
に
は
な

れ
な
い
と
い
う
も
の
が
お
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
わ

せ
て
き
た
「
こ
ん
な
可
愛
い
い

こ
　
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

子
供
を
＼
ど
う
し
て
捨
て
る
こ

と
が
で
き
よ
う
…
…
ど
ん
な
に

く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
だ

苦
し
く
て
も
育
て
て
い
こ
う
」

　
け
っ
し
ん
　
　
　
　
　
　
い
ち
ど
け
っ
し
ん

と
決
心
し
た
。
一
度
決
心
す
る

　
　
た
き
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
＼
滝
を
見
て
い
る
こ
と
が
無

し
ょ
う
　
　
　
お
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

性
に
恐
ろ
し
く
な
っ
て
逃
げ
る

　
　
　
　
　
や

よ
う
に
わ
が
家
に
帰
っ
て
い
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
は
を
し

　
ま
た
．
こ
ん
な
話
も
あ
る
。
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第
十
一
回
中
里
村
小
学
校
親

善
ス
キ
ー
大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
）
が
二
月
八
日
、
田
沢

小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
同
小
グ
ラ
ン
ド

か
ら
プ
ー
ル
脇
を
通
っ
て
村
民

体
育
館
裏
の
山
崎
地
内
を
回
っ

歯
を
く
い
し
ば
っ
て
力
走

村
内
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

最後の力を振り絞ってゴール

て
　
再
び
グ
ラ
ン
ド
に
戻
る
二

膜
の
特
設
コ
ー
ス
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ス
に
村
内
五
校
百

六
十
四
人
が
出
場
し
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
二
人
ず
つ
三
十
秒
間
隔
に
ス

成績一覧表

性
別

順位 1一位 2　位 3　位
　　項目
種目 氏　名 絞名 氏　名 校名 氏　名 校名

女
　
子

5年

2．Okm 熊倉恭子 倉俣 根津みおり 倉俣
中島奈津美

廣田和美
貝野
田沢

6年2．Q㎞ 斎喜真奈美 倉俣 桑原和美 倉俣 山本美和 清津峡

男
子

5年3沿㎞ 山本武人 清津峡 根津啓介 倉俣 吉楽寛吾 田沢

6年3鰍斑 小林知道 田沢 川田宗幸 田沢 樋ロー穂 田沢

タ
ー
ト
。
走
法
は
ク
ラ
シ
カ
ル

で
、
父
母
の
盛
ん
な
声
援
の
な

か
、
何
回
も
「
バ
ン
フ
ラ
ィ
」

を
か
け
る
選
手
も
い
ま
し
た
。

　
斎
喜
選
手
を
目
指
し
て
ガ
ン

バ
レ
〃
”

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

リレーの部

性
別

藩　　位 2　　　位 3　　　位

校名 走　　者 校名 走　　者 校名 走　　者

女
　
子

倉俣
斎喜真奈美

熊倉恭子
桑原和美

清津峡
関沢和子
志田勝江
山本美和

田沢
広田量子
松沢鮎美
石沢久美子

男
　
子

田沢

川田宗幸
井口英詞
樋ロー穂
小林知道

清津峡
鈴木寿人
山本　　勤
藤ノ木隆道
山本法寿

倉俣

滝沢　　誠
山田弘明
根津啓介
山田勝也

い
ま
　
　
　
　
ひ
ゃ
く
に
　
　
　
さ
ん
じ
ゅ
う
ね
ん

今
か
ら
百
二
、
三
十
年
と
い
う

　
　
ぷ
ん
せ
い
　
　
お
わ

か
ら
文
政
の
終
り
ご
ろ
の
こ
と

だ
ろ
う
。

　
あ
ん
よ
う
じ
　
ぶ
ら
く
　
　
　
い
ち
ろ
う
う
　
え
も
ん

　
安
養
寺
部
落
の
｝
郎
右
衛
門

　
し
ゅ
じ
ん
　
　
　
　
あ
さ
　
　
は
や
　
　
し
ま

の
主
人
が
、
朝
は
早
く
島
へ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き
　
　
　
　
　
わ
き

く
た
め
“
に
か
っ
こ
滝
”
の
脇

　
と
お
　
　
　
　
　
　
　
た
き
　
　
ち
ゅ
う
だ
ん
　
　
あ
か

を
通
る
と
、
滝
の
中
段
に
赤
ん

ぽ
う坊

が
ひ
つ
か
か
つ
て
い
た
の
で

　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
し
ゅ
じ
ん

あ
る
。
驚
い
た
主
人
は
「
こ
の

こ
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
め
い

子
は
生
き
る
べ
き
運
命
を
も
っ

て
い
る
の
だ
。
オ
レ
が
み
つ
け

　
　
　
　
　
　
そ
だ

た
の
は
、
オ
レ
に
育
て
よ
、
と
い

　
か
み
さ
ま
　
　
　
お
ぽ
し
め
し
　
　
　
ち
が

う
神
様
の
思
召
に
違
い
な
い
し

　
　
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

と
い
っ
て
家
に
つ
れ
て
帰
っ
た
。

　
　
　
　
わ
が
こ
ど
う
よ
う
　
　
そ
だ

　
そ
し
て
我
子
同
様
に
育
て
た

か
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
っ
ぱ

甲
斐
が
あ
つ
て
、
や
が
て
立
派

　
わ
か
も
の
　
　
せ
い
ち
ホ
う
　
　
　
　
ほ
り
の
う
ち

な
若
者
に
成
長
し
、
堀
之
内
の

　
　
い
え
　
　
む
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ず
ら

あ
る
家
の
婿
に
な
り
、
珍
し
い

ち
ょ
う
め
い
　
　
た
も

長
命
を
保
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
と
お
　
　
む
か
し

　
こ
う
し
て
、
遠
い
昔
か
ら
く

り
か
え
さ
れ
て
き
た
“
に
か
つ

　
だ
き
　
　
　
ひ
げ
き
　
　

め
い
じ

こ
滝
”
の
悲
劇
も
．
明
治
に
な

っ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
　
じ

を
た
つ
た
。
だ
が
、
明
治
二
十

　
　
　
　
ね
ん
　
　
あ
き
　
　
だ
い
き
ょ
う
さ
く

九
、
三
十
年
の
秋
の
大
凶
作
に

　
　
　
　
　
　
　
し
お
か

は
，
そ
う
と
う
“
塩
買
い
”
が

あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が

さ
だ
か
で
は
な
い
。

あ
か
　
　
ぽ
う
　
　
　
す

赤
ん
坊
を
捨
て
た
の
は
．
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ん
な
い

だ
け
で
は
な
い
。
郡
内
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き

と
こ
ろ
に
あ
る
“
に
か
っ
こ
滝
”

　
　
　
　
　
ざ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
め
い

“
に
か
っ
こ
沢
”
と
い
う
地
名

　
　
　
　
す
て
ご
　
　
　
ば
し
ょ

は
、
こ
の
捨
子
の
場
所
で
あ
っ

　
　
　
　
も
の
が
た

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
つ
　
な
ん
ま
ち
　
　
た
つ
　
　
く
ち
　
　
　
ち
か

　
津
南
町
の
辰
の
ロ
の
近
く
に

　
　
　
　
　
　
だ
き

も
“
に
か
っ
こ
滝
”
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
す
て
　
　
　
ご
　
　
　
う
た
　
　
の
こ

こ
こ
に
は
捨
て
子
の
唄
が
残
っ

　
　
　
　
い
ま
　
ろ
う
ば
た
ち

て
い
て
、
今
も
老
婆
達
な
ど
が

魯鷺

　
挿
絵
大
島
正
（
干
溝
）

く
ち口

ず
さ
ん
で
い
る
。

　
　
い
す
す
　
ご
い
ご
い

　
　
こ
な
ご
い
ご
い

　
　
こ
め
　
　
た
か

　
　
米
が
高
い
に

　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
子
が
で
き
た

　
　
や
れ
カ
カ

　
　
　
　
　
な
じ
ょ
し
よ

　
　
こ
も
に
つ
つ
ん
で

　
　
か
わ
　
　
　
な

　
　
川
へ
投
げ
た

燃える気持を

　　　寒風に〃
一村民スキー大会（万効結果一

●
小
学
生
女
子
低
学
年
（
一
～
三
年
）

一
位
　
太
島
菜
緒
子
（
田
沢
③
）

二
位
　
服
部
江
梨
子
（
田
沢
③
）

三
位
　
山
田
　
真
澄
（
田
沢
③
）

●
小
学
生
女
子
高
学
年
（
四
～
六
年
）

一
位
　
岡
村
　
由
梨
（
田
沢
⑥
）

二
位
　
富
井
英
利
佳
（
田
沢
⑥
）

三
位
　
山
本
　
麻
衣
（
田
沢
⑥
）

●
小
学
生
男
子
低
学
年
（
一
～
三
年
）

一
位
　
村
山
　
達
章
（
田
沢
③
）

二
位
　
村
山
　
忠
（
清
津
峡
③
）

三
位
　
太
島
　
勇
樹
（
田
沢
③
）

●
小
学
生
男
子
高
学
年
（
四
～
六
年
）

一
位
　
林
　
　
卓
真
（
田
沢
⑥
）

二
位
　
村
山
　
　
雅
（
田
沢
⑥
）

三
位
　
広
田
　
渉
（
田
沢
⑥
）

●
一
般
男
子

一
位
　
樋
口
　
秀
夫
（
干
溝
）

二
位
山
田
　
満
（
通
り
山
）

三
位
　
中
嶋
　
　
睦
（
本
屋
敷
）

●
一
般
男
子
（
四
十
五
歳
以
上
y

一
位
　
山
本
　
勝
久
（
小
出
）

二
位
　
岡
村
　
憲
次
（
通
り
山
）

三
位
　
広
田
　
慎
一
（
干
溝
）

※
最
古
同
ラ
ッ
プ

　
山
本
勝
久
（
一
分
○
秒
八
三
）

車成3年3月／0日広報1麗與順r’
　　　ロ門』『8■7　r■■■『■■■7
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爾
繕
・
，

勿
霧
、

　　　　⑳

田沢小学校6年
服部淳子さん

私は祖田と田が漬物にする大根

を洗っている所を版画にしました。

冷たい水の中でやっている祖田の

様子がでるように、目とか顔のし

わ．大根などを工夫しました。

山
作

親．鱈鞍轟窒瀧田山）⑪

　いくみねえ￥大きなうさぎのヌ

イグルミにまたがって￥はねるの

が大好き。あと￥散歩やいたずら

がきをいうもしているよ。食べ物

は￥イチゴが大好き。宝物は．ク

リスマスに買ってくれたミッキー

のヌイグルミ。お田さんは￥いな

かをいやがらないで．いなかを好

きな子供に育ってほしいんだって。

畿

わ
ら
細
工
・
昔
の
遊
び
を
伝
授

　
　
　
　
　
清
津
峡
小
「
敬
老
体
験
学
習
」

おじいちゃん、おばあちゃんありがとう“ウーン、いい気持”

　
二
月
二
十
二
日
、
地
域
の
生
活
技
術
や

伝
承
遊
び
を
知
り
、
地
域
へ
の
理
解
を
深

め
さ
せ
る
と
共
に
、
お
年
寄
と
ふ
れ
あ
い

い
を
通
し
て
敬
老
と
思
い
や
り
の
心
を
育

て
よ
う
と
「
敬
老
体
験
学
習
」
が
清
津
峡

小
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
の
歓
迎
の
言
葉
に
つ
づ
い
て
、
ま

ず
、
児
童
が
「
た
る
ば
や
し
」
を
披
露
。

そ
の
後
、
「
ほ
ら
、
縄
な
い
て
や
ん
は
こ
う

し
ら
ん
だ
て
」
と
、
今
日
ば
か
り
は
お
年

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

書
初
大
会
で
“
特
選
”

寄
り
が
先
生
役
と
な
っ
て
手
慣
れ
た
技
を

伝
授
。
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
親
切
な
指
導
に
メ
キ
メ
キ
腕

を
上
げ
、
高
学
年
生
は
、
ぞ
う
り
を
作
れ

る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
の
子

に
は
お
手
玉
遊
び
、
男
の
子
に
は
パ
ッ
チ

遊
び
を
教
え
な
が
ら
、
お
互
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
手
ほ
ど
き
を
し
た
の
は
、
清
津
峡
地
区

の
老
人
会
「
三
栄
会
」
の
皆
さ
ん
で
、
元

気
な
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い
に
満
足
そ
う
で

し
た
。

　
最
後
に
、
お
礼
と
し
て
児
童
た
ち
は
、

肩
た
た
き
や
、
肩
も
み
を
お
年
寄
り
に
し

て
あ
げ
、
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

●
●
　
●
　
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
平
成
三
年
新
潟
県
書
初
大
会
で
、
広
田

淳
君
（
高
道
山
小
・
三
年
）
が
、
特
選
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
っ
し
り
と
紙
面

　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ
ま
、
こ
、

レ
　
ー
）
ー
　
伸
び

伸
び
と
書
け
て
い
ま

す
ね
。

　　わたしの

ん『と　
さ

　
ザ

　
リず

中
刀

田
湘

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ケ
ソ
ン
シ
テ
ィ

　
ふ
る
さ
と
は
、
ど
ん
な
所
で

す
か
…
…
「
一
年
中
熱
く
雨
も

少
な
い
の
で
す
が
、
台
風
や
ス

コ
ー
ル
が
よ
く
来
ま
す
。
ふ
だ

ん
は
、
み
ん
な
半
袖
の
服
に
シ

ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
を
着
て
い
る
人

が
多
い
で
す
一

　
「
近
く
に
は
、
ク
バ
オ
と
い
う

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

す
し
店
、
中
国
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

も
あ
り
大
変
に
ぎ
や
か
で
す
一

　
中
里
村
の
印
象
は
…
…
「
静

か
で
雪
が
降
る
と
一
面
真
っ
白

に
な
り
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

雪
が
降
る
と
寒
い
で
す
が
大
丈

夫
で
す
一

　
日
本
食
は
ど
う
で
す
か
…
…

「
日
本
食
は
、
何
で
も
食
べ
ら
れ

る
し
、
パ
ン
は
大
好
き
で
す
。

毎
日
の
食
事
も
私
が
作
っ
て
い

ま
す
。
日
本
料
理
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
も
作
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
一

　
日
本
に
来
た
時
は
、
日
本
語

を
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
と
て

も
上
手
な
日
本
語
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
性
格
が
と
て
も
明

る
く
楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
出
産
予
定
は
七

月
、
と
て
も
幸
せ
そ
う
で
し
た
。

　　　　　ルソン島
　　　　　　　＼

t）ダ璽



†

謡
曲
と
仕
舞
を
た
ん
の
う

　
　
　
　
　
高
齢
者
講
座

中
里
村
公
民
館
主
催
の
「
謡
曲
と
仕
舞

の
観
賞
会
」
が
二
月
八
日
、
総
合
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
え

ー
で
開
か
れ
、
集
ま
っ
た
約
五
十
人
は
、
古

の
伝
統
舞
踊
に
し
ば
し
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
公
民
館
が
高
齢
者
講
座
の

全
体
学
習
と
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
お
　
こ

能
楽
師
は
小
出
町
出
身
の
伊
藤
嘉
朋
子

さ
ん
（
二
十
九
歳
）
で
、
昨
年
、
浦
田
保

利
師
の
元
で
六
年
間
の
修
行
を
終
え
独
立

を
許
さ
れ
た
た
め
今
回
の
披
露
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ぜ
あ
み

　
「
能
楽
は
、
室
町
時
代
世
阿
弥
に
よ
り

舞
台
芸
術
と
し
て
高
め
ら
れ
て
以
来
、
六

百
年
の
伝
統
を
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
現
在

　
る
　
り
　
　
　
　
　
　
き

の
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
、
日
本
舞
踊
の
す
べ
て

の
原
点
は
能
楽
で
あ
り
、
日
本
の
精
神
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
の
で
是
非
皆
さ
ん
に

意
義
あ
る
能
楽
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
と
能
楽
の
由
来
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ラ
イ

　
　
お
も
て

ド
写
真
で
面
や
能
装
束
の
説
明
を
し
た
後

「
高
砂
と
屋
島
」
の
一
部
分
を
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
謡
曲
の
鶴
亀
」
を
参
加
者

全
員
に
高
く
透
き
通
っ
た
響
き
の
あ
る
声

で
指
導
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
引
き
続
き

老
人
保
健
施
設
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清

津
」
で
も
舞
い
、
入
所
者
を
慰
問
し
て
い

ま
し
た
。

無
理
な
動
き
が
な
く
、
だ
れ
で
も
楽
し

め
る
の
が
能
楽
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も

た
め
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「屋島」の中心部をゆっくりと舞う伊藤さん

麟
の
晦
壌
鉱
懇
♀

．
．
、
。
一
一
噸
一
一
げ
一
。
一
の

の
．
篠
を
駕
ね
て
毅
趣
万
紬

繋
露
爵
甑
輝
蹄
御
町
鵬

の
隙
峰
の
催
鋤
亀
辱
禰

舜
、
喝
《
：
．
．
、
、
鳳
、
、
卿
コ
q
、
ゆ
な

雅擬ら

ず．

慰
乃恵

み
ぞ
．
猟

心のこもった贈り物

一中里中手芸クラブ

　　「レインボーヴィラ溝津」へ一

　中里中の手芸クラフ員（／～3年・／4名）は、

老人保健施設「レインボーヴィラ溝津」にべ

一バーフラワーを贈り慰問しました。

　贈られたフラワーは、色とりどりの材質の

異なった和紙で、本物と見分けがつかないほ

どきれいに作られていました。

　／月訓臼、カーネーション、マーガレツト、

コスモス．ポビー，バラ．ひなげし．すみれ

などの花々に節分用の豆入れの紙の箱を．く

じで選ばれた4人の代表が手渡すと．おばあ

ちゃん達は何遍も何遍も「ありがとうノ」「あ

りがとう！」とお礼を言われ、恥ずかしそう

にしていたのが印象的でした。

　同クラフは．今後もいろいろな心のこもっ

た手芸品をプレゼントし、励まして行くそう

です。

きっかけは……り職場が一緒で、友達の送別会の

　　　　　とき、酔ったいきおいで告白し、それ

　　　　　からです。りよっぱらいが何をいって

　　　　　いるのと思いました。

第一印象は……り何か、目にとまるものがあった。

　　　　ワ感じが良かったんですが、歳を聞い
　　　　　て対象外と思いました。

交際中は……リドライブや食事、スキーに良く行

　　　　　ったり、彼女の家や友達の家に良く遊

　　　　　びに行きました。

結婚生活は……リワこんなもんじゃないかな、満

　　　　足しています。
子育てのモットー一……り健康で明るく育ってくれ

　　　　　ればそれでいい。ワ素直でやさしい子

　　　　供に育ってほしい。
村への要望……り芝生で子供が安心して遊べる場

　　　　所が欲しい。ワ雨や雪が降っても、子
　　　　供たちが思いっきり遊べる施設、いこ
　　　　　いの場が欲しい。

　ワリ
　　根

　　津

舞恭守
舌子雄

芝え
　（山崎）

、⑳

平成3年3目／0日広報1屡勲費’
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お鐡墜鯵
　それぞれの制度により、貸付・賞与

条件が異なっておりますので自社の体

質に適した制度を選択の上ご活用くだ

さい。

■設備近代化資金貸付制度

　中小企業の皆さんが設備を導入する

際、その購入代金の50％以内を県が無

利子で融資する制度です。

■設備貸与制度

　中小企業の皆さんが導入を希望する

設備を公社が替わって購入し、長期か

つ低利により割賦販売又はリースする

ものです。

　問い合わせは、働新潟県中小企業振

興公社　智025－285－0025へどうぞ。

　信濃川テクノアカデミーは、雇用促

進事業団委託の情報処理技能者養成施

設で、当村をはじめ圏域内市町村及び

企業・団体で構成する「新潟情報処理

開発財団」が第三セクター方式で運営

しており、地域の発展を担う優秀な情

報処理技術者を養成することを目的と

しているものです。学生募集を次の要

領で行っています。

■入学願書受付

　3月30日（土）まで

■募集定員（全日制2年）

情報ビジネス科　50名

情報システム科　50名

■資料請求先

信濃テクノアカデミー

〒947小千谷市上ノ山4－4－2盈0258

　－82－8282

入学ガイドホットライン

　フリーダイヤル（（無料）智0120－40

5070

　平成3年4月1日から登記簿の謄本・

抄本の手数料が1通500円から600円に
改定されます。

　なお、閲覧、印鑑証明など他のもの

については変更ありません。詳しくは、

最寄りの法務局へお尋ねください。

法務局津南出張所　暦65－2303

法務局十日町出張所　暦52－2575

　平成3年3月19日（幻午前0時より、

NTTの通話料金（中距離通話料金、近

距離通話料金）の値下げが実施されま

す。又、深夜割引の終了時刻を午前6

時から午前8時に繰り下げるとともに
名称を「深夜・早朝割引」に改めます。

詳しくは、NTT十日町支店盈0120－

130120へどうぞ。

灘菱

灘鐵鯛嬢
衡（大・繋や驚長女）如来寺

鮮（吉樂辮長男）上山

場（上原世碧子長男）上山

欝騒．薗難

夫
み
掘
　
…
漉
駿
傍

※掲載を希望されない方は届出の

　際に申し出てください。

皆さんの力を貸り
　　　　　　　　　みんなで楽しむ

●と　き

●ところ

グァム島

顧象る

り蛎砺

3月23日㊤・24日㊨
上越国際清津スキー場

「私、泊まりまする

　少し冷たい
セカンドパウス」

為抱き

●事故発生件数　　　　　2件

●傷者　　　　　　　　5件
●死亡事故ゼロ　　　　68日
　　　　　　　（2月末累計）

善意をありがとう
■寄　附

水島規矩雄（静岡）　17，000円

■香典返し

広田克弘（小原）　50，000円

樋口酉一一（通り山）50，000円

高橋重恭（山崎）　50，000円

　
で
　

課
会
・

｝
。
犠

　
二
す
　
　
実

　
メ
ま
●
里
釧

　
ル
い
…
場
陣
い

　
フ
て
鑑
役
認

卿り
　
等
お
問
中
ヴ
雪

随撫嶋

　
　
人
倉
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方澗い合わぜぱ4疋望誘ゾ疫場63）3111㈹1へどラぞ

豹知i窃、毯

　農業用軽油に係る免税証の交付を、

次のとおり行います。交付を希望され

る方は、忘れず交付申請してください。

　なお、当日申請しなかった場合、交

付を受けることが出来なくなることが

あります。

4
　ぐ

盤
パ
響

し
、
て

く
ダ
カ
に

〆
奪
・
径
恥
＼ 、

』
難

　
　
o
　
＼
」
．
．
、

青
愛
娠

　
　
　
　
　
　
々
昌

＼
婦
、

心
難
一

潔
議
歴
U

そ
　’

満’

ひ‘ゆ

　　　　1

ヤ機』

4

■交付日
■交付場所

■交付時間

■必要書類

平成3年3月25日（月）

十日町総合庁舎　第二会

議室

午前9時から午後4時

（1）免税証交付申請書

（2）免税軽油使用者証

（3）耕作面積証明書（農業委員会で証

　　明を受けてください）

（4）印鑑（共同使用の場合は全員の印

　鑑）
（5〉上記の他、新規及び機械の変更が

　　ある場合は、使用機械の証明書（販

　売証明、借用証明）または納品書

　等の写し（機械のメーカー名、名

　称、馬力、燃料消費量等の記入を

　する必要がありますので、カタロ
　　グを持参してください）

■その他
（1）道路運送法第4条の規定による登

　録を受けている機械は課税免除の

　の対象になりませんので注意して

　　ください。

（2）大口生産組合の方は、即日交付出

　来ませんので3月28日以降免税証
　　を受け取りに来て下さい。

（3）申請書は、十日町財務事務所にあ

　　ります。

不明な点は十日町財務事務所にお問

い合わせください。智0257－57－5512

　皆さん、あなたや御家族の方で交通

事故にあわれたり詐欺とかおどしなど

の犯罪の被害を受けて警察や検察庁に

訴えたが、検察官がその事件を裁判に

かけてくれなかった、どうも納得でき

ないという不満をお持ちの方はいませ

んか。

　そういう方は、下記の検察審査会に

ご相談ください。

　検察審査会は、選挙権のある皆さん

の中からくじで選ばれた11人の検察審

査員が、検察官が犯人を裁判にかけな

かったことが正しいかどうかを審査す
る所です。

　相談や審査申し立ての費用は一切い

りません。

　　　　　　　記
長岡検察審査会事務局

長岡市三和3丁目9番地28（新潟地方

裁判所長岡支部内）盈0258－35－2141

　新潟県と働新潟県中小企業振興公社

では、「設備近代化資金貸付制度」「設

備貸与制度」により、中小企業者等の」

設備の近代化を支援しております。

◎母親学級・妊婦検診

　3月22日働　上村病院
　　母親学級（受付〉12：45～13：00

　　　　　　（内容〉家族計画・安産

　　　　　　　　　体操
　　妊婦検診（受付）13：30～14：00

今月の納税等と
　　　　振り替え日

■国民健康保険税　（4月1日）

■国民年金保険料　（3月26日）

■保育料

■水道料

（3月26日）

（3月26日）

中里村響糊謙没後2。。年記念．i㊥㊨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1モーツァルト

ゆきどけこんさあとi暴鷹詑78
●と　き　1991年3月27目㈱附6：30開場7：00開演聾モーツアルト
●ところ　中里村総合センタ＿2階ホ＿ル　　：　ピアノ三重奏曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳　ハ長調K．548
●入場料　大人800円小・中・高生500円　　：ショパン
ロ主催　中畢コンサート協会　　　　　　　　　　　　：　幻想即興曲

ロ後援　中里村公民館・中里村教育委員会　　　　　　1サラサーテ
ロ協賛越後妻有郷ふるさと村　　　　　　，　ロ　チゴイネルワイゼン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロお闘合せ饗0257（63〉2493（中塁村公民舘〉他
→。→←→“率→←→←→←→一率十→一→“→←十十十→ひ十→←十・→←→“→》→一十→←十→い→。→←→“→“→“→←→“→←→・

　　　のり　　え　
青木伯江・・東京芸術大学ピアノ科を卒業、橋本三恵子、堀江孝子、田村宏などの諸氏に師事。
　（ピアノ）　　昭和55年、ニューヨーク・カーネギーホール90周年記念演奏会に出演して以来、

　　　　　独奏、交響楽団止の協演等を各地で行い、昭和62年には、北京で催された中国中
　　　　　央交響楽団員との室内楽公演にも出演。現在もピアノ・ソロ、他の楽器との共演、
　　　　　　室内楽など活発な演奏活動を行っています。
原ゆかり・・東京芸術大学卒。「題名のない音楽会」や、NHK・FM放送などに数多く出演。
（バイオリン）　現在、東京交響楽団第ニバイオリン首席奏者。

安達いづみ・・東京芸術大学並びにケルン音楽大学卒．デュセノレドルフ市立歌劇場管弦楽団に在
　（ビオラ）　　籍。帰国後、国内での本格的な演奏活動に入り、特に室内楽を中心とした活動を

　　　　　展開。
谷口節夫・・東京芸術大学卒。フリーのチェ・奏者としてテレビ、ラジオ、録音などに出演。
　（チェロ）　　室内楽、室内オーケストラのリーダーとして招かれるなど、広い分野で活躍し成

　　　　　功を収めている。
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　　一『■『醒■7　r■■r■■■ 平成3年3目40日



保坂有子さん
集落宮中

青春しτます
　3月11日～4月10日

」カレンダ・一
昭和46年3月25日生まれ20歳

13㈱

14㈲
中学校卒業式

15㈹
心配ごと相談日（根津敬）合老人福祉センター
013：30～16：00

16仕）
新座市とスポーツ交流会

⑰（日）
新座市とスポーッ交流会

18（月）

19（幻
教員宿舎「LILY」竣工式㊤11：00～

20㈱

⑳㈲
春分の日

22㈲
行政相談日（山田正平）合老人福祉センター　0

13：30～16：00　心配ごと相談日（村山篤稔）（9

13：30～16：00

23仕）
雪原カーニバル0上越国際清津スキ．一場

018：30～

⑳（日）
雪原カーニバル合上越国際清津スキー場

㊤9：30～

25（月）
村内小学校卒業式

29㈹
心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉センター

013：30～16：00

30仕）

⑳（口）

％㈲

5㈲
村内小中学校入学式
心配ごと相談日（藤田義一）心老人福祉センター

013：30～16：00

6仕）

⑦（日〉
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星座，おひつじ座

護㌧・醗．・弘
ノ

スギ

血液型B型
身長157cm
仕事は、十日町市にあるフレッ

シュマート上新でレジをしていま

す。趣味は、ドライブ。カラオケを

歌うのも好きです。スポーツは、ス

キーや水泳など、スキーは初心者

をちょっと上回る程度です。これ

からゴルフも始めようと思ってい

ます。性格は、明るく陽気です。

理想の男性は、思いやりがあって、

嘘をつかない人。結婚は、27～28

てほしい。テニスコートなど。

O

⑳大島医院禅備1

⑳至誠堂医院禅箭箒1

⑳山・医院禅冨讐1

⑳中条病院禅冨鴇1

⑳上村病院騨3重珊
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ユリ

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1￥愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

4、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

　すねかじり

卒業直前の春休みに￥親が

行ったこともない溜外へ￥旅

行に行く大学生が少なくあり

ません。「親のすね　今をさ

かりと　かじるなり」という

古川柳が思い合わされます。

親の「すねかじり」は、自

活する能力のない子供が，も

っぱら親に経済的援助有して

もらうことをさしていう言葉

です。
すね　ひざ

脛は膝から足首までで．こ

こを負傷すると歩くことがで

きなくなる部分。脛の前面は

「向こう脛」，後ろの中央部は￥

「ふくらはぎ」と呼ばれます。

ふっくらと肉付きのいい所

で￥一番かじりがいがあると

いえるでしよう。

「子宝脛が細る」は￥親にと

って宝というべき子供も、育

てるのに苦労させられること

をいったものです。また同じ

脛でも、かじられるのでなく、

傷をつけられると、まったく

別な意昧になります。「脛に傷

　を持つ身」といえば、後ろ

言
葉

暗い過去の悪事を隠して

いるやましい身の上のこ

とです。

のルーツ

　　　2月末現在劉　　■
　　　　（）は前月比

●人口男3，380人（±0）女3，382人（一4）計6，762人（一4）●世帯数1，637（±0）

だ


